
2023 年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 
2023年 12月 26日（火）16時 20分～16時 50分 

2024年１月９日（火）９時 00分～９時 30分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画

調整局政策課長、行財政局長、行財政局財務課長、健康局長、健康

局副局長、健康局政策課長、健康局地域医療課課長、神戸市公立大

学法人法人事務局長、神戸市立工業高等専門学校校長、公立大学法

人神戸市看護大学法人本部長 

議 題 市内公立大学法人の今後のあり方について 

提案概要 

○神戸市の高等教育を取り巻く現状 

 全国的な高等教育に関する教育無償化の動きや、他都市の公立大

学法人の状況について説明。 

 

○現状を踏まえ、以下の点について確認および提案を行った。 

 ＜公立大学等における授業料補助等の現状と新たな取り組み＞ 

・神戸市看護大学の市内就職奨励金（現在の取り組みの確認） 

 優秀な看護人材を市内に供給するため、市内医療機関等に就職

した卒業生を対象に、総額 14.1 万円の奨励金制度を設けてい

る（2023年３月卒業生から対象。市内定着の観点も踏まえ、勤

続年数に応じ、１年経過後：５万円、２年経過後：５万円、３

年経過後：４万１千円を支給。支給は 2024年度から開始）。 

 

・神戸市立工業高等専門学校（以下、神戸高専）の授業料補助 

 市内在住の本科１～３年生を対象に、授業料負担額が市立高校

と同程度になるような補助制度の提案 

 

＜神戸高専の機能強化＞ 

  神戸高専の目指すべき将来像は以下であることを確認。 

  ①時代に適合したハイレベルで実践的な技術者の育成拠点 

  ②地元産業界のイノベーション等の連携促進拠点 

  ③リスキング等の各種教育を通じた地域貢献活動拠点 

  そのうえで神戸高専の機能強化のため、将来像を見据えた以 

下の施策について議論を行った。 

  ・高度人材の育成 

   デジタル・グリーン人材、スタートアップ人材、グローバル



人材の育成および、学生確保と学習環境の向上 

  ・地域協創テクノセンター（仮称）の設立    

地元企業との交流と実践的な教育研究推進の拠点として、神

戸高専内に地域協創テクノセンター（仮称）を設立。 

 

会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体の方向性は了。 

 

〇今後新規施策の検討にあたっては、以下の点に留意すること。 

 ・現在実施している看護大学の市内就職奨励金については、今後

の効果検証を行う。 

 ・他都市や県の無償化の動向およびその影響については引き続き

注視する。 

 ・神戸高専において、神戸市外国語大学との連携は着実に行う。 

 


